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第34２号

　
第
五
回
園
員
総
会
を
六
月
二
十
三
日
午

後
一
時
半
か
ら
ラ
ボ
ー
ル
京
都
四
階
第
八

会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
司
会
の
井
上
信
治
理
事
が
開
会
の
宣
言

を
行
い
、
議
長
に
土
渕
誠
氏
（
連
合
京
都
）

を
、
書
記
に
舩
越
真
優
子
氏
（
当
学
園
職

員
）
を
、
総
会
運
営
委
員
に
木
村
義
弘
氏

（
連
合
京
都
）、池
田
和
弘
氏（
京
都
総
評
）、

佐
々
木
眞
成
理
事
の
三
名
を
選
出
し
ま
し

た
。
　
開
会
に
あ
た
り
斎
藤
真
緒
学
園
長
が
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
安
井
由
美

子
専
務
理
事
が
二
〇
一
六
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告
を
行
い
、
続
い
て
山
縣
哲

也
監
事
が
監
事
を
代
表
し
て
監
査
報
告
を

行
い
、
議
長
が

決
算
報
告
に
つ

い
て
、
議
場
に

諮
り
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
に
第
三
号

議
案
の
役
員
の

補
欠
選
任
案
を

安
井
専
務
理
事

が
提
案
し
、
総

会
運
営
委
員
の

木
村
義
弘
氏
が

役
員
候
補
を
報
告

し
ま
し
た
。
議
長

は
候
補
者
ひ
と
り

一
人
に
つ
い
て
議

場
に
諮
り
、
そ
れ

ぞ
れ
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
役
員
一
覧
は
二

ペ
ー
ジ
参
照
）

　
次
に
斎
藤
学
園

長
が
二
〇
一
七
年

度
事
業
計
画
を
、
安
井
専
務
理
事
が
予
算
、

資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
度
退
任
さ
れ
る
脇
田
滋
氏

及
び
松
本
隆
浩
氏
、
和
久
輝
幸
氏
、
松
森

敏
郎
氏
に
、
学
園
役
員
と
し
て
長
き
に
わ

た
り
貢
献
い
た
だ
い
た
事
に
対
し
、
功
労

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
以
っ
て
総
会
議
事
の
す
べ
て
を

終
え
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
京
都
に
て
創
立
六
十
周
年
記
念
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
、
山
下
京
都
府
副
知
事
、

門
川
京
都
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
連

団
体
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
ま
た
、

学
園
が
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
講

師
の
皆
様
と
も
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

  第
五
回

  園
員
総
会
終
了
報

園
員
総
会
終
了
報
告告（
通
算
六
十
一
回

（
通
算
六
十
一
回
））

Ｗｅｂ申込が
可能になります

受付期間　９月６日（水）から定員になるまで（先着順）。
　　　　　※電話申込みは９月８日（金）から。
　　　　　　３日以内（土日祝日を除く）に、銀行振込又は学園の窓口にて受講料をお支払いください。
受付時間　午前９時～午後８時。　土曜日は午後５時まで。日曜・祝日は休み。

２０１７年度秋期京都労働学校・英会話募集要項

同
日
、創
立
六
十
周
年
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た

詳しくは学園ホームページをご覧ください。
http://www.labor.or.jp/gakuen/telappli



２０１７年８月１日 第３４２号 （ 2 ）

　
こ
の
た
び
、
ラ
ボ
ー
ル
学
園
は
創

立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
学

園
は
一
九
五
七
年
の
創
立
以
来
、「
勤

労
者
の
教
養
と
自
覚
を
高
め
そ
の
地

位
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
労
働
組
合
、
大
学
関
係
者
、

京
都
府
・
京
都
市
の
三
団
体
か
ら
構

成
さ
れ
る
社
団
法
人
と
し
て
、
勤
労

者
教
育
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
を
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
十
年
間
、
日
本
と
世

界
の
情
勢
は
ま
さ
に
激
動
そ
の
も
の

で
し
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に

端
を
発
し
た
世
界
同
時
不
況
、
社
会

的
格
差
の
拡
大
は
、
労
働
者
の
労
働

環
境
や
生
活
に
も
深
い
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
二
〇
一
一
年

三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
お

よ
び
福
島
第
一
原
発
事
故
、
そ
の
後

も
断
続
的
に
続
い
て
い
る
自
然
災
害

は
、
私
た
ち
の
生
活
が
い
か
に
自
然

と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

本
学
園
の
あ
り
方
も
大
き
な
変
貌
を

遂
げ
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
、
本
学
園
は
公
益
社
団
法
人
と
し

て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

そ
し
て
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
て
、

勤
労
者
の
多
様
な
働
き
方
や
暮
ら
し

方
を
支
え
る
た
め
に
、
講
座
の
内
容

と
情
報
提
供
の
刷
新
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
人
種
や
国
籍
、
性
別
や
年
齢
、

障
害
の
有
無
、
さ
ら
に
は
性
的
志
向

に
か
か
わ
ら
ず
個
々
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
と
個
性
を
発
揮
で
き
る
組
織

の
あ
り
方
―
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
―
や
、
育
児
や
介
護
と

い
っ
た
家
族
責
任
を
抱
え
る
勤
労
者

の
働
き
方
を
支
え
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

職
場
つ
く
り
、
さ
ら
に
は
心
理
学
を

二
〇
一
七
年
度
　
役
員
一
覧

学
園
長
 
斎
藤
　
真
緒
 （
立
命
館
大
学
）

専
務
理
事
 
安
井
由
美
子
 （
京
都
勤
労
者
学
園
）

理
　
　
事
 
小
畑
　
史
子
 （
京
都
大
学
）

     〃
 

杉
山
　
雅
人
 （
     〃
     ）

     〃
 

寺
井
　
基
博
 （
同
志
社
大
学
）

     〃
 

上
田
　
達
子
 （
　
　
〃
　
　
）

     〃
 

佐
藤
　
敬
二
 （
立
命
館
大
学
）

     〃
 

矢
野
　
昌
浩
 （
龍
谷
大
学
）

     〃
 

井
上
　
信
治
 （
連
合
京
都
）

     〃
 

小
西
　
一
実
 （
     〃
     ）

     〃
 

赤
瀬
　
　
史
 （
     〃
     ）

     〃
 

佐
々
木
眞
成
（
京
都
総
評
）

     〃
 

坂
田
　
政
春
 （
     〃
     ）

     〃
 

中
川
多
鶴
子
 （
京
都
府
）

     〃
 

中
西
　
朋
子
 （
京
都
市
）

監
　
　
事
 
木
村
　
　
守
 （
税
理
士
）

     〃
 

大
西
　
芳
秀
 （
連
合
京
都
）

     〃
 

山
縣
　
哲
也
 （
京
都
総
評
）

顧
　
　
問
 
山
田
　
啓
二
 （
京
都
府
知
事
）

     〃
 

門
川
　
大
作
 （
京
都
市
長
）

     〃
 

望
田
　
幸
男
 （
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）

     〃
 

三
村
　
義
夫
 （
元
専
務
理
事
）

     〃
 

菊
池
　
光
造
 （
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

     〃
 

二
場
　
邦
彦
 （
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）

     〃
 

西
井
　
正
弘
 （
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

     〃
 

宮
川
　
　
治
 （
元
Ｊ
Ａ
Ｍ
京
滋
委
員
長
）

     〃
 

千
田
　
忠
男
 （
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）

     〃
 

西
村
健
一
郎
 （
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

     〃
 

吉
田
美
喜
夫
 （
立
命
館
総
長
）

     〃
 

田
中
　
行
夫
 （
元
専
務
理
事
）

含
む
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
、
講
座

の
テ
ー
マ
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

講
座
の
開
催
形
式
に
つ
い
て
も
、
働

き
方
の
多
様
化
に
合
わ
せ
て
、
多
く

の
勤
労
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
よ

り
柔
軟
な
形
態
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
S
N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信

や
広
報
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
講
座

の
申
し
込
み
も
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
本
学
園
で
は
、
京
都
と
い
う
地
で

学
び
、
働
き
、
暮
ら
す
こ
と
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
創
立
六
十
周
年
に
関

連
す
る
式
典
及
び
記
念
イ
ベ
ン
ト
・

講
座
を
多
数
開
催
す
る
予
定
に
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
ご
活
躍

を
祈
念
す
る
と
共
に
、
当
学
園
へ
の

更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
園
長
　
  　
　
　

斎
藤
　
真
緒

創
立
六
十
周
年
に
よ
せ
て
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　「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」が
前
年

の
流
行
語
と
な
り
、
我
が
国
が
本
格

的
に
高
度
経
済
成
長
へ
の
歩
み
を
始

め
た
昭
和
三
十
二
年
。
労
働
団
体
、

学
識
経
験
者
、
府
市
の
オ
ー
ル
京
都

　
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園

が
、
創
立
六
十
周
年
の
節
目
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
斎
藤
学
園
長
を
は
じ
め
歴
代
役

員
の
皆
様
や
講
師
の
先
生
方
、
事
務

局
の
方
々
の
多
大
な
御
尽
力
に
対
し
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
、
景
気
は
緩
や
か
な

回
復
基
調
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

京
都
府
内
の
雇
用
情
勢
も
、
有
効
求

人
倍
率
が
平
成
二
十
八
年
四
月
以
降

１
・
３
倍
を
超
え
、
高
い
水
準
を
維

持
す
る
一
方
で
、
業
種
や
地
域
を
問

わ
ず
人
手
不
足
が
顕
在
化
す
る
と
と

も
に
、
新
卒
就
職
者
の
早
期
離
職
や

不
本
意
非
正
規
雇
用
な
ど
も
依
然
と

し
て
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
貴
学
園
に
お
か

れ
、
本
年
、
創
立
六
十
周
年
の
節
目

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
の
学

園
を
築
き
上
げ
る
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ

御
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
歴
代
学

園
長
、
役
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
全

て
の
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
近
年
、
更
な
る
情
報
化
や
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ま
た
、
国
内
で
は

東
京
一
極
集
中
や
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
勤
労
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
最
近

も
異
常
な
ま
で
の
長
時
間
労
働
が
大

き
な
問
題
に
。
国
を
挙
げ
た
「
働
き

方
改
革
」
が
急
務
と
さ
れ
る
中
、
本

市
で
は
こ
れ
ま
で
か
ら
仕
事
と
家

庭
、
社
会
貢
献
を
い
ず
れ
も
充
実
さ

せ
る
「
真
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
の
実
現
を
目
指
し
、
市
民

ぐ
る
み
で
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
貴
学
園
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
本

市
と
目
指
す
と
こ
ろ
を
一
つ
に
し
て
、

勤
労
者
の
生
活
の
安
定
・
充
実
を
図

る
教
育
事
業
を
実
施
し
て
お
ら
れ
、

誠
に
心
強
い
限
り
で
す
。
今
後
も
時

代
に
即
し
た
多
彩
な
事
業
を
展
開
さ

れ
、
京
都
で
働
く
人
々
を
力
強
く
支

え
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
念
じ
て
い
ま

す
。

　
昨
年
三
月
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
文
化
庁
の
全
面
的
な
移
転
が
決
定

し
、
本
年
に
は
先
行
移
転
が
実
施
さ

　
京
都
勤
労
者
学
園
は
、
昭
和
三
十

二
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
幅
広
い

勤
労
者
教
育
に
よ
り
、
勤
労
者
の
能

力
と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
御

の
思
い
が
一
つ
に
な
り
、
京
都
勤
労

者
学
園
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

日
本
の
経
済
状
況
が
大
き
く
変
わ
る

中
に
あ
っ
て
も
、
一
貫
し
て
京
都
の

勤
労
者
を
支
え
る
お
取
組
を
続
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
京
都
の
文
化
を
発

信
で
き
る
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
貴
学
園
に
も
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
「
京
都
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
、
京
都
で
働
き
た
い
」
と
多
く

の
方
に
実
感
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
京
都
勤
労
者
学
園
が
こ

の
度
の
六
十
周
年
を
機
に
、
七
十
周

年
、
八
十
周
年
と
更
な
る
発
展
を
続

け
ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

京
都
か
ら
世
界
へ
、
百
年
後
、
二
百

年
後
の
未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

新
た
な
「
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向

け
、
子
育
て
や
医
療
、
産
業
、
労
働
、

環
境
、
観
光
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

「
共
生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

府
民
の
皆
様
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
役
職
員
、
講
師
、
園
員

の
皆
様
方
の
御
健
康
と
御
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
京
都

勤
労
者
学
園
の
更
な
る
御
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

れ
ま
し
て
は
、
先
人
た
ち
の
築
い
て

こ
ら
れ
た
礎
の
上
に
、
今
ま
で
幾
多

の
課
題
に
機
敏
に
対
応
し
、
学
識
経

験
者
、
労
働
組
合
、
行
政
等
と
連
携
・

協
働
し
、
勤
労
者
の
仕
事
と
生
活
の

充
実
・
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
の
実

施
に
努
め
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
と
り

わ
け
、
求
職
者
支
援
訓
練
の
実
施
や

労
働
講
座
の
開
講
な
ど
、
京
都
府
の

労
働
行
政
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
更
な
る
活

動
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
京
都
府
に
お
き
ま
し
て
は
、「
交

流
」
と
「
文
化
」
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
「
京
都
力
」
を
存
分
に
発
揮
し
、

京
都
府
知
事

学
園
創
立
六
十
周
年
を
祝
し
て

学
園
創
立
六
十
周
年
を
お
祝
い
し
て

京
都
市
長

※６０周年記念誌に寄稿いただいたものを転載しています。



２０１７年８月１日 第３４２号 （ 4 ）

京都府労働施策紹介⑮

　京都府では、中小企業の人材確保と従業員の定着及び若者の
負担軽減を図るため、従業員の奨学金返済支援を行う中小企業
を応援する制度を創設しました。ぜひ、ご活用ください。
【補助対象】
　従業員の奨学金の返済支援制度を設けている中小企業等
【支援対象者】
　対象企業に勤め、次の要件を全て満たす者
　　①正社員②企業就職後６年以内の者③奨学金を受給し、返
済中の者④府内事業所に勤務する者

【補助額】
　　・企業負担額の１／２以内（年間奨学金返済額の１万円を

超える部分の１／２以内）
　　・就職後１～３年　上限９万円／人・年
　　・就職後４～６年　上限６万円／人・年
【本制度の具体例】
　返済総額３００万円（年２０万円）、返済期間１５年の場合

 

　※毎年２０万円の返済額を、入社後１年目～３年目までは本人負担
を年２万円に、４～６年目までは年８万円に軽減します。

【申請先・問い合わせ先】
　・京都府中小企業団体中央会
　　京都市右京区西院東中水町１７　京都府中小企業会館４階
　　　電話番号　０７５－３１４－７１３１
　   　 ＦＡＸ番号　０７５－３１４－７１３０

就労・奨学金返済一体型支援事業について

　
求
職
者
支
援
訓
練
事
業
に
事
業
名

が
変
更
に
な
っ
て
以
来
初
め
て
二
十

五
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
、
六
月
開
講
コ
ー
ス
は

申
し
込
み
者
が
多
い
コ
ー
ス
で
す
が
、

雇
用
情
勢
が
着
実
に
改
善
が
進
ん
で

お
り
、
有
効
求
人
倍
率
が
１
・
　
倍
４９

（
平
成
二
十
九
年
四
月
）
と
高
水
準

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初
の
予
想
を

上
回
る
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
原
因
は
、
正
社
員
の
有
効
求

人
倍
率
が
０
・
　
倍
（
平
成
二
十
九

９６

年
四
月
）
と
一
倍
を
超
え
て
い
な
い

こ
と
と
、
事
務
的
職
業
の
求
人
が
常

用
で
０
・
　
倍
（
平
成
二
十
九
年
四

３４

月
）
し
か
な
い
中
で
、
正
社
員
で
事

務
職
を
目
指
す
求
職
者
が
、
簿
記
二

級
の
資
格
を
取
得
し
て
就
職
を
目
指

す
こ
と
の
出
来
る
「
簿
記
・
経
理
・

総
務
オ
フ
ィ
ス
実
務
科
」
の
訓
練
に

応
募
者
が
集
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

求職者支援訓練事業６月開講コー求職者支援訓練事業６月開講コースス

〔
実
施
日
〕　
二
〇
一
七
年
十
月
一
日
（
日
）

〔
交
通
機
関
〕　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
ま
す

〔
集
合
場
所
・
時
間
〕

　
新
都
ホ
テ
ル
前
（
京
都
駅
八
条
口
）　
午
前
八
時
出
発

〔
コ
ー
ス
〕　
京
都
＝
＝
大
垣
城
・
・
・
郷
土
館
・
・
・〈
水
門
遊
歩

道
〉・
・
・
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館（
昼
食
）

＝
＝
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
滋
賀
工
場
＝
＝
京
都
へ

〔
昼
　
　
食
〕　
各
自
持
参

〔
参
加
費
〕　
一
人
　
五
〇
〇
〇
円

〔
定
　
　
員
〕　
先
着
順
二
十
名

〔
申
込
締
切
〕　
九
月
十
五
日

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

　
伊
東
和
代
　
電
話
　
〇
七
五
―
四
三
一
―
一
九
六
一

　
鈴
木
金
雪
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用
　
〇
七
五
―
三
九
四
―
四
三
五
ニ

〔
案
内
〕

◇
大
垣
城

　
大
垣
城
は
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）、
宮
川
吉
左
衛
門
尉
安
定
が

築
城
し
た
と
い
わ
れ
、
水
門
川
の
流
れ
を
外
堀
に
利
用
し
て
築
か
れ

た
。
関
ヶ
原
の
戦
い
の
お
り
に
は
、
西
軍
石
田
三
成
の
本
拠
地
と
も

な
っ
た
。
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）、
戸
田
左
門
氏
鉄
が
入
城
し
、

そ
の
後
、
十
一
代
に
わ
た
る
善
政
が
続
い
た
。

◇
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館

　
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
の
紀
行
文
「
奥
の
細
道
」
を
追
体
験
で
き
る

「
芭
蕉
館
」
や
大
垣
の
先
賢
の
偉
業
を
紹
介
す
る
「
先
賢
館
」、
大
垣

市
な
ど
の
観
光
情
報
を
は
じ
め
、お
土
産
品
の
買
い
物
が
で
き
る「
観

光
・
交
流
館
」
の
三
館
と
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
無
何
有
荘
大
醒

榭
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

奥
の
細
道
む
す
び
の
地

城
下
町
大
垣
と
ビ
ー
ル
工
場
見
学

計７～１５
年目６年目５年目４年目３年目２年目１年目就　職

３００１８０２０２０２０２０２０２０返　済　額
２１０１８０８８８２２２本人負

　
担

４５６６６９９９企業
４５６６６９９９府

２５名の応募者！

雇用情勢は改善しても、
事務職への就職希望者が
多いことの表れか

（単位：万円）

友
の
会

第
三
十
回
イ
ベ
ン
ト

ご
案

友
の
会
　
第
三
十
回
イ
ベ
ン
ト
　
ご
案
内内

京都府　労働・雇用政策課

詳しくは京都府ホームページにてご確認ください詳しくは京都府ホームページにてご確認ください。。



 （ 5 ）２０１７年８月１日 第３４２号

　３月１５日（水）に、京都市まちづくりアドバイザーの谷亮
治さんを講師に招き、公開セミナー「“私ばっかり頑張ってい
る”病はなぜかかる？～『モテまち理論』から学ぶワーク・
ライフ・バランス～」を実施しました。谷さんは、大学院で、
うまくいっている／うまくいっていないまちづくりを分析し、
著書『モテるまちづくり』にまとめられました。今回のセミ
ナーでは、その成果を解説いただき、そこからメンバーがや
る気を失わない、うまくいく職場をどう作るか、という問い
にまで広げていただきました。冒頭と最後には、受講者同士
が意見交換する時間も設けられ、自分の仕事や活動の動機を
それぞれが見直すきっかけになったのではと思います。

春の公開セミナー報春の公開セミナー報告告

学園事務局・府市民教室からのお知ら学園事務局・府市民教室からのお知らせせ

８月中の営業時間　土曜・日曜・祝日はお休み、
　　　　　　　　　平日の営業は午前９時～５時まで。
８月２日　２０１７年度第２期府市民教室・９月パソコン
　　　　　教室申込開始。
９月６日　２０１７年度秋期労働学校・英会話申込開始。
１０月中旬　２０１７年度秋期労働学校・英会話授業開始。

２０１７年８月～１０月の予定とお知ら２０１７年８月～１０月の予定とお知らせせ

　昨年１１月１３日（日）と今年１月２９日（日）に実施された硬
筆・毛筆書写検定試験において下記の合格者がありました。
　平成２８年度第２回１１月１３日検定　　
　　　府市民教室実用ペン字教室から　３級２名・２級１名。
　平成２８年度第３回１月２９日（日）検定
　　　労働学校実用ペン字教室から　　３級１名。
　　　府市民教室実用ペン字教室から　２級２名・準１級１名。
　また、準１級の合格者につきましては優秀賞を受賞されました。

府市民教室・水墨画教室

　府市民教室「水墨画教室」の
有志による圭風会展が５月１８
日（木）～２３日（火）まで祇園の
空・鍵屋（スペース・かぎや）
で開催されました。当学園の講
師西尾圭子先生の指導のもと、
受講生の皆さんの力作が並び、
会場を賑わしていました。

　府市民教室「篆書・篆刻」「入門・篆刻」教室の有志が５月１３日
（土）・１４日（日）の両日、岡﨑のみやこめっせで開催された第８回
五風会篆刻展
に出品されま
した。篆刻体験
も設けられた
くさんの来場
者で賑わって
いました。

　今年３月に開催
された昭和美術会
展にて水墨画教室
の川俣正人さんの
作 品「祭 馬」が
「未来賞」を受賞
されました。

第３回圭風会第３回圭風会展展 第８回五風会篆刻第８回五風会篆刻展展

府市民教室・実用ペン字教室検定結果報告
昭和美術展　受講生受賞！

廊下の床と照明が
きれいになりました
　昨年京都市に廊下の壁を塗り
直していただきましたが、今年は
三月に廊下の照明をＬＥＤに替
え、床を張り直していただきまし
た。
　壁・床・照明がきれいになり、
これで廊下が明るくなりました。



２０１７年８月１日 第３４２号 （ 6 ）

創立６０周年記念各講座

　受講料　１回　１,２００円（資料代含む）
　持ち物　筆記用具
　託児（生後６ヶ月から６歳（就学前）まで）には別途お
申込み・料金が必要になります。詳しくはホームページを
御覧ください。
※この講座は、お申込みは窓口またはお電話にて現在受付
中です。

　電話申込の場合は３日営業日以内に窓口または銀行振込
にて受講料をお支払いください。

　振込先等、詳しくはラボール学園ＨＰをご覧ください。

■講師　武田　由利子
　　　　　（産業カウンセラー）
働きたい？働ける？再就職・
復帰に向けた心のウｫーミング
アップセミナー（託児付き）

受　講　料　各１回　１,５００円（資料代含む）
■お申込み：８月３日　（木）午前１０時から受付開始（４日以降は９時から受付）
■受付時間：平日／午前９時から午後８時（８月中は５時まで）　土曜／午前９時から午後５時（８月中土曜・日曜・祝

日は休み）※お申込みは受講料を添えて直接学園までお越しください。
■お問い合わせ：ラボール学園（公益社団法人  京都勤労者学園）
 〒６０４－８８５４　京都市中京区四条御前西入ル　ラボール京都３階
 電話：８０１－５９２５　ＦＡＸ：８１２－１５０８　E-Mail　gakuen@labor.or.jp

８／２２（火）午前１０時～正午

■講師　 山本 　
やまもと

  孝  
たかし

　　　　（フィットネス企画Ｑ代表　健康運動指導士）

　自宅でできるアンチエイジング体操
　　～健康やアンチエイジングの講話・体調良く美しい姿勢を作る体操～
　※動きやすい服装でご参加ください。更衣室はありません。

９／５（火）午前１０時～正午

■講師　 森 　 清  顕 
もり せい げん

　　　　（清水寺執事補・京都観光おもてなし大使）

　観音さまと出会う旅
　　～西国三十三所草創１３００年によせて～

今後の予定
  １１月６日から募集開始　１２／５（火）午前１０時～正午
　講　師　舞鶴　祥三（西陣学研究所主宰・地名研究会）
　洛中洛外図から西陣・東陣をひもとく

  ２０１８年２月５日募集開始　３／６（火）午前１０時～正午
　講　師　山本　孝（フィットネス企画Ｑ代表　健康運動指導士）
　～加齢を華麗に過ごすコツ～
　　　簡単体操で健康寿命を伸ばしましょう♪
　　　健康や加齢に役立つ講話と、自宅で続けられる体操

８／２９（火）午前１０時～正午

繋　行政書士による「終活セミナー」～最後まで私らしく～と無料相談会
　セミナー担当講師と日程　　　共催　京都府行政書士会
　　講師　三浦　東八（行政書士）
　　日時　８月２４日・３１日（木）１３：３０～１４：３０　「家族が戸惑わないためのメッセージ」エンディングノート
　　講師　中江　知史（行政書士）
　　日時　８月２４日（木）１４：４０～１５：４０　「あなたの想いをかたちに」～遺言書～
　　　　　８月３１日（木）１４：４０～１５：４０　「認知症になる前の準備」～任意後見契約～
　　　　　暮らしの無料相談会　１４：００～１７：００（受付締切１６：３０）　先着順　予約不要
罫　ファイナンシャルプランナーによる　「知っておかないと損する今年からの新しい
　　医療費控除制度セルフメディケーションについて！」セミナーと無料相談会
　　講師　村田　健治（ファイナンシャルプランナー）
　　日時　８月３０日（水）　（注）税金の個別相談ではありません。
　　　　　・セミナー　１３：３０～１４：４５　　「新しい医療費控除制度：セルフメディケーション」　
　　　　　・相続・資金運用・保険などの無料相談会　１５：００～１６：００
　＊セミナーの定員は、いずれも定員６０名です。電話等でお申し込みください。
　　（公社）京都勤労者学園℡０７５－８０１－５９２

ライフデザインを考えライフデザインを考えるる


